
１　令和６年度　予算規模

（１）　一般会計

    令和6年度の一般会計予算額は、190億6,000万円で、前年度に比べ、額で9,000万円、率にし

　て、0.5％の減となっています。

（２）　 特別会計

　　国民健康保険事業特別会計など４つの特別会計予算の合計額は、前年度に比べ、1.7％増の

　94億664万円となっています。

（３）　公営企業会計

　　上水道事業、工業用水道事業、市民病院事業及び下水道事業の４つの公営企業会計予算の

　合計額は、82億8,398万6千円で、前年度に比べ、2.7％の増となっています。

令和６年度 令和５年度 増 減 額 増 減 率 繰出金等

 一般会計 19,060,000 19,150,000 △ 90,000 △ 0.5 2,089,449

 特別会計 9,406,640 9,248,609 158,031 1.7 1,120,944

国民健康保険事業 4,267,847 4,382,379 △ 114,532 △ 2.6 359,617

水沼診療所 7,857 7,448 409 5.5 2,139

介護保険事業 4,419,308 4,247,698 171,610 4.0 596,065

後期高齢者医療 711,628 611,084 100,544 16.5 163,123

 公営企業会計 8,283,986 8,066,857 217,129 2.7 968,505

上水道事業 2,280,856 2,342,877 △ 62,021 △ 2.6 17,100

工業用水道事業 241,340 241,134 206 0.1

市民病院事業 4,251,178 4,324,622 △ 73,444 △ 1.7 592,128

下水道事業 1,510,612 1,158,224 352,388 30.4 359,277

36,750,626 36,465,466 285,160 0.8

　し、経費の縮減を図るとともに、第５次北茨城市総合計画に掲げる将来都市像「誰もが住み

　　（単位：千円・％）

　たい　安らぎと活力にあふれるまち　北茨城」の実現に向けた各種施策を推進するため、より

　効果的な事業予算を配分した予算となっています。
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令和６年度予算の概要

　　進行する少子高齢化に加え、原油価格・物価高騰の影響等に注視しつつ、限りある財源で健

　

　全な財政運営を持続させるため、各事業における費用対効果や必要性、有効性等を厳しく検証


